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研究成果の概要（和文）：　妊娠約20週の妊婦に、母親の歌声、オルゴール音、ＣＤなどによって音楽胎教を行っても
らい、出産後4日以内の新生児の脳内神経活動を計測した。また1年後の発達状況をアンケートと発達スケールによって
調査した。
　その結果、母親の歌声やオルゴール音については、神経活動が沈静化する傾向がある一方デジタル音では活性化する
傾向が強かったが、個による相違も多く逆の例もあった。アンケート調査では、７０％以上の母親が胎教の効果があっ
たと感じており、夜泣きが少ないや子育てがしやすいなどの解答が多かった。発達スケールでは、音楽胎教を行った生
活年齢1歳の乳児の発達年齢は平均１．2歳となり音楽胎教の効果が認められた。

研究成果の概要（英文）：We researched measuring the nerve action in brains of newborns within four days af
ter birth. We asked women of approximately 20th weeks of pregnancy to train prenatally with singing voice,
 sound of music boxes or CDs. Also, we researched the condition of development a year later, with question
naires and development scales.
According to the survey, while the nerve action of prenatally trained children with singing voice and musi
c boxes, tended to calm, it had a strong tendency of being activated with digital sound, though it differe
d individually and opposite examples existed. The questionnaire investigation showed more than 70% of moth
ers felt the training had an effect, and many mothers answered "the baby cried less at night" or "it was e
asy to raise the child."The development scale showed a result that development age of one year old calenda
r age babies with prenatal trainings of music, were 1.2 year old on average. The prenatal training with mu
sic had effect.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

『可聴域をこえる高周波成分の生理的・心

理的効果―ハイパーソニックエフェクトに

ついてー（大橋力, 仁科エミ, 不破本義孝, 

河合徳枝, 放送教育開発センター研究報告, 

71, pp1-154）1993』によれば、生の演奏を

聴いたときには増加する脳内のα波が、CD

を聴くと減少する。すなわちこのことは、生

の演奏の時には心地良いと感じた音楽が、CD

を聴いても心地良いと感じないということ

で、これは、２万ヘルツ以上の人間の耳に聞

こえない超音波をカットしている CD の構造

上の問題であると指摘している。さらに、こ

のことが切れる青少年を作り出しているの

ではないかと結んでいる。 

 この研究が正しいとすれば、多くの若者が 

道を歩いているときや、電車・バスに乗った 

ときにイヤホーンをつけて聴いている音楽 

も構造上同じ問題を持っているのではない 

だろうか。さらに、大音量で聴くそれらの音 

楽は青少年に、感音性難聴をもたらしている 

ことも指摘されている。そして、このことが、 

遡って乳幼児期あるいは胎児期に母親が聞 

かせる『赤ちゃんが健やかな良い子に育つた 

めの癒しの音楽』と謳っている CD 音楽も、 

実は母親にとって心地よい音楽ではなく、さ 

らにはそれが乳児や幼児また胎児にとって 

も健やかに育つということに対して負の意 

味を持つのではないだろうか。 

このことに関して、ＮＩＲＳ(光トポグラフ)

が開発されるまでは、母親の脳波は測定する

ことができたが、乳幼児の脳内活動を計測す

ることは非常に困難であった。しかしＮＩＲ

Ｓが開発され、乳幼児においても脳活動の様

子がヘモグロビンの増減や、酸素交換情報に

伴う指標で計測できることから、乳幼児の音

楽聴取時における脳機能マッピングが可能

となったため、このＮＩＲＳを使用して、母

親の乳幼児に与える音楽的影響力を直接的

に乳幼児からも得ることができると考えた

次第である。 
 

２．研究の目的 

胎児および乳児への音楽的関わりが、乳児

期から幼児期にかけての脳の発達に及ぼす

影響について調査する。すなわち、乳幼児が

音楽的胎教の影響を受けているかどうか、特

に生の歌声や生のオルゴールを聴かせた場

合とＣＤなどデジタル音を聴かせた場合の

相違を見ると共に、音楽的影響を受けている

とすれば、心身の発達に特徴的傾向があるの

かどうかを調査することによって、出産前後

における母親の胎児および乳児への音楽的

関わりの重要性を明らかにする。 

 
３．研究の方法 

まず、妊婦が胎教を意識して歌を歌ってい

るとき、あるいは生のオルゴールを聴いてい

るときの脳内活動と、ＣＤなどデジタル音源

の音楽を聞かせているときの脳内活動を比

較分析し、母親自身がリラックスして音楽を

歌ったり聞いたりしているのかをＮＩＲＳ

によって調べる。  
さらに、出産後 4 日以内に、胎教と(曲も含

めて)全く同じように母親が音楽を歌ったり

聞いたりしているとき、母親および乳児の脳

内活動をＮＩＲＳによって計測する。また、

乳児の反応を目視して観察もする。 
また半年後および 1年後に母親にアンケー

ト調査を行うとともに生活年齢一歳児に対

して発達スケール測定を実施する。 
 

４．研究成果 

 母親の生の歌声の聴取および生のオルゴ

ールの聴取については、新生児の脳内神経活

動は沈静化する傾向が強いという結果とな

った。このことから、多くの胎児は、母親の

歌声やオルゴール音を認識し、出生後それら

の音を聴取した場合に、心地よいという感情

を持っていることが読み取れた。一方、デジ

タル音についての反応は、脳内神経活動が活

性化する場合が多かったが、これは新生児が 

心地よいという感情を持っていないのでは

と推察された。しかし、母親の歌声で、脳内

神経活動が活性化している場合やデジタル

音で沈静化している場合など個による相違

も見られた。これらについては、母親の音楽

的嗜好、音楽胎教への関わり方なども影響し

ているのではないかと考え、さらに調査研究

を続けている。 

 また、半年後、および 1年後のアンケート

調査では 70％以上の母親が胎教の効果があ

ったと回答しており、具体的には『夜泣きが

少ない』、『子育てがしやすい』などの結果と

なった。 

 発達スケールの結果についても、平均的な



生活年齢１歳の乳児を 1歳として、音楽胎教

を行った乳児は1.2歳となり音楽胎教をする

ことにより、心身の発達が促される結果とな

った。 

 以上のことから、妊娠 20 週前後から音楽

胎教を行うなど音楽環境に恵まれた乳児は、

心身の発達が早いこと、デジタル音は問題が

あるのではと推察されることなど、これから

の音楽胎教を考えていく上で意義深い結果

となった。 
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